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新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
、
徐
々
に
夏
へ
と
変
わ
っ

て
ゆ
く
こ
の
季
節
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
日
頃

よ
り
母
校
へ
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
度
は
太
鼓
部
が
夏
の
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
と
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
で
い
う
と
日
本
一
に
あ
た
る
快
挙

で
す
。
ま
た
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
高
校
選
手
権
で
今
年
度

も
国
立
競
技
場
ま
で
勝
ち
進
み
一
昨
年
度
の
準
優
勝
に
つ

づ
き
第
三
位
と
な
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
・
国
体
に
つ
づ
き
春
高
バ
レ
ー
で
も
す
べ
て
ベ
ス
ト
８

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
冬
休
み
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
一
昨
年
同
様
こ
の
ふ
た
つ
の
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
は

全
校
に
応
援
を
呼
び
掛
け
て
吹
奏
楽
部
や
太
鼓
部
な
ど
の

多
く
の
ク
ラ
ブ
員
と
多
く
の
生
徒
が
駆
け
つ
け
一
体
と
な

り
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
活
躍
や

陸
上
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
含
め
「
京
都
橘
」
を
テ
レ

ビ
・
新
聞
は
じ
め
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
進
学
に
お
い
て
も
過
去
最
高
に

迫
る
三
八
名
の
国
公
立
大
学
へ
の
合
格
を
は
じ
め
、
多
く

の
生
徒
が
第
一
志
望
の
大
学
合
格
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
実
現
で
き
て
い
る
の
も
、

ひ
と
え
に
伝
統
の
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
四
入
学
生
徒
数
は
中
学
校
・
高
等
学
校
と
も
少

し
定
員
を
割
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
五
入
試
で

は
全
力
を
尽
く
し
て
定
員
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

最
後
に
学
園
創
立
一
二
〇
周
年
に
向
け
て
理
事
会
の
下

に
委
員
会
を
設
置
し
て
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
・
中
期
プ
ラ
ン

を
策
定
中
で
す
。
十
月
に
は
公
表
で
き
る
予
定
で
す
す
め

て
い
ま
す
の
で
ま
た
そ
の
時
期
に
は
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
現
状
に
満
足
せ
ず
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を

世
に
送
り
出
す
た
め
に
今
後
も
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す

の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

吹
き
渡
る
風
が
青
葉
の
香
を
運
ん
で
く
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
同
窓
会
春
光
会
に
ご
支
援
ご
協

力
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
が
母
校
、
京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
本
年

度
四
月
よ
り
、
バ
レ
ー
部
の
監
督
だ
っ
た
、
三
輪
欣
之
先

生
が
学
校
長
に
着
任
さ
れ
、
大
き
な
京
都
橘
丸
の
船
が
大

き
な
海
原
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
春
光
会
も
学
校
発

展
の
た
め
、
こ
の
船
に
乗
せ
て
戴
き
ス
ム
ー
ズ
に
航
進
出

来
る
様
、
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
三
月
十
八
日
の
「
朝
日
新
聞
」
に
京
都
橘
が
新

聞
一
面
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
の
歴
史
、
ク
ラ
ブ
活

動
等
。
私
の
知
ら
な
か
っ
た
事
も
沢
山
知
り
橘
を
卒
業
さ

せ
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
、
築
き
上
げ

ら
れ
た
、
諸
先
生
方
、
先
輩
後
輩
の
努
力
に
よ
っ
て
今
日

の
京
都
橘
が
居
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

春
光
会
で
は
恩
師
、
先
輩
、
後
輩
と
世
代
を
問
わ
ず
、

お
会
い
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

橘
祭
に
参
加
、
総
会
、
総
会
後
の
懇
親
会
、
懇
親
会
は
退

職
さ
れ
た
先
生
方
の
会
「
橘
翔
会
」
と
合
同
企
画
で
す
。

秋
の
散
策
も
合
同
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
卒

業
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
母
校
の
益
々
の
発
展
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

太鼓部：郷土芸能部門最優秀賞受賞祝賀会



２０１２年 
　　　　4月7日 入学式（臨席）
　　　　　　　　　新入生　中学校52名・高等学校366名
　　　　4月16日 太鼓部定期演奏会（お祝金）
　　　　6月9日 役員会
　　　　6月16日 春光会総会（新・都ホテル）
　　　　　　　　　学園創立110周年記念祝賀会
　　　　7月28日 役員会
  バレーボール部・陸上競技部
　　　　　　　　　　インターハイ出場（お祝金）
　　　　9月14日 役員会
　　　　9月15日 学園祭出店・作品展示
　　　　10月　　 太鼓部高文祭優良賞受賞
　　　　　　　　　女子バレーボール部・陸上競技部
　　　　　　　　　　国体出場（お祝金）　　　　
　　　　11月24日 秋の散策（奈良大和路）　
　　　　12月17日 男子サッカー部高校選手権大会出場
　　　　　　　　　（お祝金）
　　　　12月17日　バレーボール部春高バレー
　　　　　　　　　全国大会出場（お祝金）
　　　　12月23日・24日　吹奏楽部定期演奏会
２０１３年 
　　　　1月26日 役員会
　　　　2月16日 役員会
　　　　2月28日 春光会入会式
　　　　3月1日 京都橘高等学校卒業式（臨席）
　　　　3月21日 京都橘中学校卒業式（臨席）

会 務 報 告

　6月15日（土）2013年度春光会総会が京都駅八条口　
新・都ホテルに於いて開催されました。
　会員29名　来賓2名の参加で第一部の総会が開会しま
した。
　総会では開会のことばに続き「会長挨拶」「来賓祝
辞」議事の進行へと進みます。「2012年度会務報告」
「決算報告」「監査報告」そして「2013年度予算案」
「役員案」の報告が終わり、いずれの議案も満場一致で
承認されました｡
　総会終了後、毎年恒例の第二部、橘翔会・橘幸会との
合同懇親会ヘと会場を移します。
懇親会では皆さんの笑顔と楽しい会話、懐かしい恩師や
同窓生とのひと時を過ごしました。又「来年もお会いし
ましょう！」の言葉の
聞こえる中、散会とな
りました。
　皆様の参加をお待ち
致しております。

自2012年4月  ～  至2013年3月

【春光会2012年度決算】

基本財産

収　　入
項　目

前年度繰越金
入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
雑　 収　 入
基本財産より

　　合　計

10000×262

48人　お祝い・他

石鹸・学園祭売上げ他

新聞発行・発送、総会費用、記念品他

美山支部補助・同窓会補助

吹奏楽・太鼓・バレー部・陸上部祝金他

役員会他

会議運用諸費

ハガキ、切手役員通信費他

予　算
4,192,623
2,640,000

5,000
200,000
50,000

0

7,087,623

決　算
4,192,623
2,620,000

687
373,000
20,900

0

7,207,210

増　減 備　考 備　考
0

△ 20,000
△ 4,313
 173,000
△ 29,100

0

119,587

収　　入 支　　出
前年度繰越金
受け取り利息
組み入れ金
　　合　計

次年度繰越金
一般会計へ

　　合　計

6,564,074
1,037

0
6,565,111

6,565,111
0

6,565,111

財産目録

経常費の部

基本財産の部

郵便貯金

京都銀行

京都銀行

通常貯金
普通預金
定期預金
普通預金
定期預金
　合　計

80,880
839,633
2,449,816

0
4,565,111
2,000,000
9,935,440

自　2012年4月1日　至　2013年3月31日

自　2013年4月1日　至　2014年3月31日

支　　出
項　目

事　業　費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄付金支出
予　 備　 費
基本財産へ組入
次年度繰越金
　 合　計

予　算
4,000,000
100,000
200,000
200,000
50,000
100,000
300,000
10,000

0
2,127,623
7,087,623

決　算
3,145,879
45,000
180,000
120,000
12,474
33,528
300,000

0
0

3,370,329
7,207,210

増　減
△ 854,121
△ 55,000
△ 20,000
△ 80,000
△ 37,526
△ 66,472

0
△ 10,000

0
1,242,706
119,587

【春光会2013年度予算】
収　入

入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
雑　 収　 入
基本財産より
前年度繰越金

　　合　計

事　 業　 費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄　付　金
予　備　費
基本財産へ組入
次年度繰越金
　　合　計

金　額
2,250,000

5,000
200,000
50,000

0
3,370,329

5,875,329

3,000,000
100,000
200,000
200,000
50,000
100,000

0
10,000

0
2,215,329
5,875,329

備　考 備　考
225×10,000円

＠1,000×200口
石鹸売上げ等

会報印刷、郵送費、記念品、総会費用他
１支部／学年・クラス会
クラブ関係お祝い金　他
役員会等

支　出 金　額

2012年度

春光会総会報告
2013年度

春光会総会報告

現　　金

京都橘中学校・高等学校春光会（２）2014. 5. 31　発行
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本
年
度
も
春
光
会
に
対
し
て
、
多
く
の
会
員
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
名
を
掲

載
し
、
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
一
口
千
円
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。
住

所
、
氏
名
と
通
信
欄
の
寄
付
の
欄
に
「
口
数
、
金

額
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
卒
業
年
、

科
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

会
　
　
長

　

吉
岡　

春
美
（
昭
41
卒
）

副
会
長

　

松
村　

典
子
（
昭
41
卒
）

　

中
井　

美
実
（
昭
54
卒
）

　

小
林　
　

栄
（
昭
54
卒
）

会
　
　
計

　

後
藤
エ
ミ
子
（
昭
41
卒
）

　

宮
本　

芳
美
（
昭
41
卒
）

会
計
監
査

　

三
上　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

菜
畠　

雅
代
（
昭
52
卒
）

常
任
委
員

　

石
野　

浩
子
（
昭
57
卒
）

　

石
村　

常
枝
（
昭
40
卒
）

　

井
上　

和
子
（
昭
58
卒
）

　

上
田　

章
子
（
昭
54
卒
）

　

奥
川
ノ
ブ
エ
（
昭
19
卒
）

　

奥
野　

晃
子
（
昭
41
卒
）

　

風
間　

ゆ
み
（
昭
57
卒
）

　

萱
沼　

房
子
（
昭
35
卒
）

　

川
辺　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

小
松　

里
奈
（
平
4
卒
）

　

武
永　

康
宏
（
平
15
卒
）

　

出
村
美
枝
子
（
昭
35
卒
）

　

寺
田　

由
香
（
昭
63
卒
）

　

中
辻　

道
子
（
平
4
卒
）

　

中
橋　

昌
美
（
昭
57
卒
）

　

西
村　

裕
介
（
平
15
卒
）

　

西
嵜　

信
子
（
昭
57
卒
）

　

幡
井　

信
子
（
平
10
卒
）

　

平
野
万
里
子
（
昭
62
卒
）

　

宗　
　

裕
子
（
昭
58
卒
）

　

村
上　

香
織
（
平
4
卒
）

　

村
上
夕
美
子
（
昭
58
卒
）

　

森
川　

節
子
（
昭
57
卒
）

　

安
田
紀
代
子
（
昭
40
卒
）

　

山
本　

友
美
（
昭
63
卒
）

　

吉
川　

等
子
（
平
2
卒
）

　

善
積　

和
子
（
昭
54
卒
）

相
談
役

　

松
尾　

律
子
（
昭
35
卒
）

寄
付
金
の
お
礼
と
お
願
い

昭
和
15
・
本

18
・
本

19
・
師

19
・
裁

22
・
本

23
・
専

23
・
本

23
・
専

24
・
専

25
・
普

26
・
被

荒
木　

ヱ
ミ
子

福
嶌　

静
子

芦
田　

賀
寿

藤
居　

哲
子

竹
本　

佳
代

大
八
木　

富
子

下
伊
豆　

貞
子

木
村　

津
る
江

森
田　

道
子

藤
井　

昭
子

松
井　

寿
美
子

40
・
普

40
・
普

41
・
被

41
・
被

41
・
商

41
・
被

41
・
被

41
・
被

41
・
商

41
・
被

41
・
被

石
村　

常
枝

山
懸　

和
代

奥
野　

晃
子

奥
野　

晃
子

後
藤　

エ
ミ
子

信
田　

あ
や
子

長
瀬　

昌
子

松
村　

典
子

宮
本　

芳
美

村
山　

季
美
枝

吉
岡　

春
美

44
・
被

44
・
被

54
・
被

54
・
被

47
・
普

57
・
普

57
・
普

57
・
普

63
・
普

平
成
23
・
普

杉
山　

恵
美
子

松
井　

京
子

上
田　

幸
子

小
林　

栄

中
井　

美
実

風
間　

由
美

西
嵜　

信
子

森
川　

節
子

平
野　

万
里
子

神
谷　

洸
介

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

春
光
会
役
員

春
光
会
役
員

2
0
1
3
年
度

2
0
1
3
年
度

　

秋
晴
れ
の
下
、
十
一
月
九
日（
土
）学
生
時

代
の
友
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
み
ん
な
十
代

に
戻
っ
た
よ
う
な
、
弾
ん
だ
笑
い
声
と
お

し
ゃ
べ
り
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
、
京
都
駅

八
条
口
の
バ
ス
プ
ー
ル
か
ら
、
和
歌
山
に
向

け
て
バ
ス
が
出
発
い
た
し
ま
し
た
。　　
　

　

車
内
で
は
恒
例
の
自
己
紹
介
が
始
ま
り
、

個
性
豊
か
な
近
況
報
告
や
、
先
輩
が
卒
業
さ

れ
た
年
や
そ
れ
以
降
に
生
ま
れ
た
人
、
年
代

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
同
じ
学
校
で
学
び
過

ご
し
て
き
た
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
距
離
感
は

全
く
感
じ
ら
れ
ず
、
バ
ス
の
中
は
和
や
か
な

空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
春
光
会
」と
退
職
教
職
員
の
会

「
橘
翔
会
」と
の
合
同
企
画
で
計
画
を
し
ま
し

た
が
、
こ
の
日
は
サ
ッ
カ
ー
部
と
バ
レ
ー

紅
葉
の
和
歌
山
へ

ボ
ー
ル
部
の
試
合
と
重
な
り
、
先
生
方
は
力

強
い
応
援
に
と
会
場
に
駆
け
付
け
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
先
生
方
の
参
加
は
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
私
達
一
行
は
試
合
の
状
況
を
聞
く

た
び
に
、
拍
手
や
歓
声
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。応
援
し
て
い
る
気
持
ち
は
私
達
も

同
じ
！！
後
輩
達
の
活
躍
を
嬉
し
く
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、和
歌
山
城
に
到
着
！
少
し
ず
つ

色
づ
き
始
め
た
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
、思
い
思

い
に
散
策
し
、西
の
丸
庭
園
で
記
念
撮
影
。

　

そ
し
て
、
朝
か
ら
ず
っ
と
ず
っ
と
楽
し
み

に
し
て
い
た
、
ア
ロ
チ
の
老
舗
（
ア
ロ
チ
っ

て
?
地
元
で
は「
北
の
新
地
」を「
あ
ら
た
な

地
」
と
い
う
こ
と
で
ア
ロ
チ
と
読
ん
だ
そ
う

で
す
。）和
歌
山
で
も
有
名
な「
一
心
」で
の
昼

食
会
場
に
到
着
で
す
。和
風
で
趣
の
あ
る
大

広
間
で
の
豪
華
な
懐
石
料
理
・
・
新
鮮
な
お

刺
身
に
て
ん
ぷ
ら
に
茶
碗
蒸
し
は
も
ち
ろ

ん
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
の
ご
ち
そ
う
と
女
将
さ

ん
達
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
に
大
満

足
で
昼
食
会
場
の「
一
心
」を
あ
と
に
し
ま
し

た
。

　

次
は
国
指
定
文
化
財『
名
勝
』元
紀
州
徳
川

家
庭
園
の
「
養
翠
園
」
に
向
か
い
ま
し
た
。バ

ス
が
到
着
す
る
や
否
や
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ

さ
っ
た
ガ
イ
ド
の
お
じ
さ
ま
に
つ
い
て
、
私

達
は
広
い
庭
園
を
散
策
い
た
し
ま
し
た
。「
養

翠
園
」の「
養
」は
や
し
な
う
。「
翠
」は「
あ
お

（
松
）」立
華
づ
く
り
で
、庭
園
の
中
の
木
々
は

ど
の
木
も
力
強
く
真
っ
直
ぐ
に
そ
び
え
立

ち
、約
三
三
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
い

庭
園
は
二
〇
〇
七
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド

ラ
マ「
吉
宗
」の
ロ
ケ
現
場
に
も
な
っ
た
ほ
ど

の
素
晴
ら
し
い
庭
園
で
し
た
。緑
の
葉
が
少

し
赤
く
紅
葉
し
始
め
た
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

芦
田　

文
子

萱
沼　

房
子

川
辺　

幸
子

窪
田　

ヨ
シ
子

中
村　

育
子

平
田　

美
津
子

松
尾　

律
子

三
上　

幸
子

君
家　

泰
子

長
瀬　

郁
子

山
口　

幹
子

29
・
被

35
・
被

35
・
被

35
・
被

35
・
被

35
・
被

35
・
被

35
・
商

37
・
被

37
・
被

38
・
被

の
美
し
さ
に
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て

い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
く
さ
ん
の
き
れ
い
な

景
色
と
思
い
出
を
心
と
カ
メ
ラ
に
収
め
、「
養

翠
園
」を
あ
と
に
本
日
最
後
の
行
程
、
和
歌
山

マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ「
黒
潮
市
場
」に
向
か
い
ま

し
た
。

　

新
鮮
な
お
魚
、
和
歌
山
の
名
産
な
ど
な
ど
、

家
族
や
お
孫
さ
ん
、
夕
飯
の
お
友
に
た
く
さ
ん

の
お
土
産
を
手
に
京
都
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
遠
出
の
「
秋
の
散

策
」で
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
と
バ
レ
ー
部
の

勝
利
の
報
告
を
受
け
、
バ
ス
の
中
は
大
き
な

拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
た
中
、
楽
し
か
っ
た

一
日
が
終
わ
り
、ま
た
の
再
会
を
約
束
し
、家

路
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

橘
で
過
ご
し
た
日
々
！
そ
れ
が
共
通
点
！

世
代
を
超
え
て
の
共
通
点
！
私
達
「
春
光
会
」

は
橘
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
お
友

達
を
誘
っ
て
次
回
は
是
非
一
緒
に
行
き
ま

し
ょ
う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
16
年
　
森
　
真
喜
子
様
ご
家
族
よ
り
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第
一
一
〇
期
生
は
、
卒
業
生
が
二
二
三
人

で
し
た
が
、
三
年
連
続
で
国
公
立
合
格
者
が

三
十
名
を
超
え
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
の
合

格
は
大
阪
大
学
、
神
戸
大
学
、
北
海
道
大
学

を
は
じ
め
三
十
八
名
と
な
り
ま
し
た
。
難
関

私
立
大
学
（
関
関
同
立
）
は
七
十
一
名
の
合

格
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
短
期
大
学
は
十

四
名
、
専
門
学
校
は
十
八
名
の
合
格
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
就
職
者
が
二
名
あ
り
、

加
え
て
プ
ロ
・
実
業
団
へ
三
名
が
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
生
徒
の
要
望
に
応
え
る
た
め

今
年
度
も
年
末
年
始
に
教
室
を
開
放
し
て
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
年
度
で
は
授
業
や

（
中
学
校
）

　

二
〇
一
四
年
度
入
試
は
全
国
的
に
も
中
学

入
試
受
験
者
が
減
少
、中
で
も
京
都
は
近
畿
の

他
府
県
よ
り
も
減
少
率
が
高
い
の
が
特
徴
的

で
し
た
。そ
ん
な
中
、
過
去
最
高
の
昨
年
に
は

及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
二
七
九
名
の
志
願
者

が
あ
り
、
初
日
受
験
者
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

国
公
立
中
高
一
貫
校
や
進
学
校
と
の
併
願
者

が
増
加
、国
公
立
大
学
を
め
ざ
す
意
欲
的
な
小

学
生
の
受
験
が
目
立
ち
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、全
体
受
験
者
減
少
の
影
響
で
入
学
者
は
五

十
六
名
で
し
た
。伏
見
区
や
宇
治
市
で
の
入
学

進
路
状
況

❹

特
別
講
座
を
は
じ
め
近
隣
大
学
の
学
部
学
科

紹
介
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
取
組
な

ど
で
、
進
路
実
績
が
さ
ら
に
向
上
す
る
よ
う
、

生
徒
を
指
導
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

者
が
さ
ら
に
増
え
、地
元
か
ら
受
験
し
た
い
学

校
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。Ｖ
コ
ー
ス
開
校
か

ら
五
年
目
、高
校
二
年
生
に
な
っ
た
一
期
生
も
、

生
徒
会
長
と
し
て
、学
習
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

ま
た
、海
外
研
修
に
も
多
数
参
加
す
る
な
ど
意

欲
的
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
、学
校
で
は

今
後
も
生
徒
達
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

（
高
等
学
校
）

　

高
等
学
校
入
試
は
、昨
年
か
ら
内
部
進
学
者

を
迎
え
る
た
め
高
等
学
校
の
外
部
募
集
定
員

が
減
少
し
合
否
ボ
ー
ダ
ー
が
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
二
〇
一
四
年
度
も
一
、
三
一
三
名
の
志

願
者
が
あ
り
、引
き
続
き
本
校
へ
の
期
待
が
う

か
が
え
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
国
の
就
学

支
援
金
、京
都
府
あ
ん
し
ん
修
学
支
援
制
度
が

あ
る
も
の
の
、京
都
市
・
乙
訓
地
域
で
の
公
立

高
校
入
試
制
度
改
変
の
影
響
を
大
き
く
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。公
立
の
専
門
学
科
や

難
関
国
公
立
大
学

現
役
合
格
は
じ
め

輝
か
し
い
大
学
合
格
実
績

おもな大学の合格者数

◆
国
公
立
大
学
　
　
　
三
八
名

　
神
戸
大
学
　
　
　
　
　
　
　
三
名

　
大
阪
大
学
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
北
海
道
大
学
　
　
　
　
　
　
二
名

　
奈
良
女
子
大
学
　
　
　
　
　
三
名

　
大
阪
府
立
大
学
　
　
　
　
　
二
名

　
京
都
教
育
大
学
　
　
　
　
　
二
名

　
滋
賀
大
学
　
　
　
　
　
　
　
二
名

　
京
都
府
立
医
科
・

　
山
形
・
滋
賀
県
立
他

◆
私
立
大
学
　
　
　
五
四
四
名

　
関
関
同
立   

　
　 

　
　
　七
一
名

　
産
近
龍
佛    

　
　
　
　一
〇
三
名

　
京
都
橘
　
　
　
　
　 

一
七
二
名

　
早
稲
田
・
関
西
外
国
語
大
他

◆
短
期
大
学
　
　
　
　
十
四
名

◆
専
門
学
校
　
　
　
　
十
八
名

人
気
の
公
立
高
校
へ
の
複
数
回
受
験
・
合
格

者
が
増
加
し
、
入
学
者
は
内
部
進
学
者
含
め

て
二
七
〇
名
で
し
た
。二
〇
〇
〇
年
男
女
共

学
か
ら
十
五
年
目
。今
年
度
在
校
生
の
男
女

比
率
は
四
七
：
五
三
と
ほ
ぼ
半
々
の
共
学
校

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
、近
年
、卒
業
生
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
受
験
相
談
も
多
く
、
親
子
二
代
・

三
代
で
、ま
た
、兄
弟
姉
妹
で
の
受
験
・
入
学

者
が
増
え
て
い
ま
す
。「
橘
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と

し
て
橘
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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　卒業式を翌日に控えた2月28日（金曜日）
春光会入会式が行われました。京都橘中学
校・高等学校フェスティバルホールにて役
員参加のもと、吉岡春美会長の祝辞に続き、
卒業生代表　平野　紗友理さんに春光会会
員証と入会記念品の贈呈がされ、新しく
238 名の方々が春光会会員に加わりました。
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恒
例
の
橘
祭
が
、９
月
1
4
日（
土
）に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
も
例
年
通
り「
同
窓

会
ル
ー
ム
」前
に
て
、手
作
り
石
鹸
、食
用
ロ

ー
リ
エ
、ゴ
キ
ブ
リ
オ
ラ
ン
に
加
え
て
、昨
年

好
評
だ
っ
た
手
作
り
お
か
き
に
、今
回
初
め

て
の
み
た
ら
し
団
子
、3
色
団
子
、洋
菓
子

の
販
売
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
で
残
念
な
が
ら
最
後
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
石
鹸
や
、人
気
の
お
か
き
、団
子
他
は
開

店
前
か
ら
沢
山
の
方
に
並
ん
で
い
た
だ
き
午

前
中
に
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
部
屋
の
方
で
は
卒
業
生
の
作
品
展

示
も
あ
り
、今
回
は
窪
田
ヨ
シ
子
さ
ん（
昭

和
3
5
年
卒
）の「
テ
ン
ペ
ラ
画
」5
点
、三

上
幸
子
さ
ん（
昭
和
3
5
年
卒
）の
押
し

花
作
品
が
展
示
さ
れ
、陶
芸
教
室（
橘
幸

会
）の
作
品
展
示
と
と
も
に
同
窓
会
ル
ー

ム
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

春
光
会
は
、こ
れ
か
ら
も
橘
祭
で
は
同

窓
会
ル
ー
ム
を
設
け
懐
か
し
い
先
生
方

や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、ク
ラ
ブ
の
先
輩
、後

輩
の
方
々
が
出
会
え
る
場
所
と
し
て
、開

放
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

と
も
一
度
、橘
祭
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
九
月
十
一
日
㈭
　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
十
二
日
㈮
　
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
十
三
日
㈯
　
橘
　
祭

　
対
　
象

学
年
・
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
単
位
他

＊
補
助
を
受
け
た
場
合
、そ
の
対
象
者
の
名

　
簿
と
、会
報
等
で
紹
介
し
た
い
た
め
、報
告

　
書
、写
真
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
春
光
会
で
は
、
学
年
、
コ
ー
ス
、
ク
ラ
ブ

単
位
等
の
同
窓
会
開
催
、
企
画
を
援
助
す
る

た
め
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
開
催

を
計
画
し
て
い
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。
補
助
金
は
左
記
の
内
容
で
す
。

﹇
案
内
送
付
対
象
者
数
﹈が 

　
　
20
〜
50
人
…
…
…
…
5
、0
0
0
円

　
　
51
〜
1
0
0
人
…
1
0
、0
0
0
円

 

　
　
以
上
、
50
人
を
超
え
る
毎
に

　
　
　
5
、0
0
0
円
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

入 会 式ど
ん
ど
ん
開
こ
う

同
窓
会

ど
ん
ど
ん
開
こ
う

同
窓
会

入会式
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今
回
は
、
二
十
五
年
度
第
三
十
七
回
全
国

高
校
総
合
文
化
祭
長
崎
大
会
に
て
郷
土
芸
能

部
門
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
本
校
の
「
太

鼓
部
」を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
太
鼓
部
は
、一
九
八
二
年
太
鼓

サ
ー
ク
ル
（
同
好
会
）
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
私
が
高
三
の
時
、
同

級
生
数
名
が
、そ
の
頃
の
修
学（
研
修
）

旅
行
で
教
え
て
い
た
だ
い
た「
わ
ら
び

座
」か
ら
太
鼓
に
興
味
を
持
ち
、
当
時
、

学
年
の
担
任
を
さ
れ
て
い
た
稲
吉
前

校
長
先
生
に
相
談
を
し
て
、同
好
会
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。そ
こ
か
ら
、紆
余
曲
折
、月
日
を
重

ね
、昨
年
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
郷
土
芸
能
部
門
で
は
、和
太
鼓

部
門
と
伝
承
芸
能
部
門
と
が
隔
年
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
奇
数（
西
暦
）の
都
市
は
、
和

太
鼓
部
門
が
受
賞
し
ま
す
。太
鼓
部
は
、

過
去
に
三
回
優
秀
賞
（
文
化
庁
長
官

賞
）を
受
賞
し
て
い
ま
す
が
、
最
優
秀

賞
は
初
め
て
の
事
で
し
た
。

　

そ
の
中
心
的
な
二
十
八
代
目
の
メ

ン
バ
ー
の
方
々
は
、
昨
年
の
橘
祭
に
て
引
退

を
さ
れ
、
取
材
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
か

た
ち
で
、旧
部
長
西
村
宗
一
郎
君
、旧
副
部
長

大
垣
莉
純
君
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
定
期
演
奏
会
や
全
国
文
化
祭
へ
の

練
習
以
外
に
も
、
近
く
の
福
祉
施
設
や
秋
祭

り
他
、二
十
ヵ
所
以
上
の
外
部
公
演
、全
国
高

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
や
春
の
高
校
バ
レ

ー
に
出
場
す
る
仲
間
の
応
援
に
と
忙
し
い

日
々
を
過
す
な
か
、
福
祉
施
設
で
は
訪
れ
た

老
人
保
健
施
設
の
お
年
寄
り
の
方
が
、
演
奏

が
始
ま
っ
て
感
動
で
五
秒
で
涙
を
流
し
、
と

て
も
喜
ば
れ
た
と
い
う
お
話
も
お
聞
き
し
ま

し
た
。で
も
仲
間
で
目
標
に
向
か
い
、一
生
懸

命
練
習
を
し
て
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
と
き
に
、
楽
し
い
と

思
う
反
面
、
た
く
さ
ん
の
部
員
の
気
持
ち
が

バ
ラ
バ
ラ
で
、
う
ま
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
時
が
辛
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た（
旧
部
長
、副
部
長
談
よ
り
）

　

太
鼓
部
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
十
数
曲
以

上
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
も

二
十
八
代
目
部
員
の
方
々
や
現
部
長
三
年
の

石
川
大
雅
君
も
一
番
好
き
な
曲
が
「
京
の
四

季
」だ
そ
う
で
す
。

　

一
番
多
く
練
習
し
た
曲
で
、
こ
の
曲
に
は
、

し
ん
ど
い
思
い
出
、楽
し
い
思
い
出
、数
え
き

れ
な
い
仲
間
と
の
沢
山
の
思
い
出
が
つ
ま
っ

た
曲
だ
か
ら
・・・（
旧
部
長
、副
部
長
談
よ
り
）

　

こ
の「
京
の
四
季
」は
、
本
校
太
鼓
部
コ
ー

チ
北
村
多
喜
雄
先
生
作
曲
に
よ
る
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
で
京
都
の
四
季
を
表
す
四
つ
の
章
か

ら
な
り
、
冬
の
章
は
嵯
峨
野
の
竹
林
に
粉
雪

を
表
し
、
春
の
章
は
伏
見
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
酒
造
り
の
唄
を
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム

と
唄
で
、夏
の
章
は
、鳴
り
響
く
雷
を
組
太
鼓

で
表
現
。秋
の
章
は
、秋
祭
り
を
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
全
員
演
奏
で
表
し
た
曲
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
思
い
出
の
曲
も
大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
ク
ラ
ブ
活
動
、
し
ん
ど
い
時
も
、

辛
い
時
も
、
辞
め
た
い
時
も
あ
る
だ
ろ
う
け

ど
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
た
ら
絶
対
い
い
こ
と

あ
る
か
ら
！！
今
の
仲
間
を
大
切
に
し
て
頑
張

っ
て
！
後
輩
み
ん
な
素
晴
ら
し
い
！！
（
旧
部

長
、副
部
長
談
よ
り
）と
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、写
真
も
あ
り
ま
す
が
、昨
年
十
月

六
日（
日
）に
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
最
優
秀

賞
受
賞
祝
賀
会
が
京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学

校
、太
鼓
部
保
護
者
会
の
共
催
に
よ
り
、新
・

都
ホ
テ
ル
に
て
二
〇
〇
名
以
上
の
ご
列
席
の

も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
一
つ
、
我
が
校
の
未
来
が
楽
し
み
な

ク
ラ
ブ
が
増
え
た
と
取
材
を
通
し
て
喜
ば
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

太
鼓
部
の
合
言
葉
は「
心
は　

ひ
と
つ
！
」

だ
そ
う
で
す
。こ
の
合
言
葉
を
語
り
継
ぎ
、さ

ら
な
る
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

❻
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クラブトピックス

◇第41回関西マーチングコンテ
　スト　金賞受賞　　　　　　
　　　　　　　（9月　大阪府）

◇全国高校総合文化祭〈郷土芸能部門〉
　最優秀賞・文部科学大臣賞受賞
　　　　　　　（8月　長崎県）
　みやこの文化まゆまろ賞受賞
　第33回近畿高等学校総合文化
　祭＜郷土芸能部門＞　
　　　　　　（11月　三重県）
　第２回全国高校生伝統文化　
　フェスティバル

◇全国高校総合体育大会
　〈インターハイ〉　　　　　　
　　　　　　（8月　大分県）
◇日本ユース陸上競技選手権大会
　女子100ｍで8位入賞
　　　　　　（10月　愛知県）

◇全国高校総合体育大会
　〈インターハイ〉　
15年連続　17回出場　ベスト8
　　　　　　 　（8月　福岡）
◇国民体育大会〈少年女子〉　
　7年連続 13回出場　
　　京都橘単独チームで出場
　　ベスト 8　　（10 月　東京）

陸上競技部吹奏楽部

太鼓部

❼

女子バレーボール部

男子サッカー部

2013年度の主なクラブの全国大会での戦績

卒業生の皆様へ

● 日　時

● 場　所
　

● 内　容

● 会　費

２０１4年6月21日（土）  午前11時00分（受付は10時30分より）
ホテルグランヴィア京都  
京都市下京区烏丸通塩小路下ル JR京都駅中央口　TEL（075）344-8888

会務・会計報告・予算案・懇親会
8,０００円（学生・未成年の会員は4,0００円）

■ ご出席のお申込は、会費の納入ををもって受付をさせていただきます。
　 なお、準備の都合上お振込は6月17日(火曜日)までにお願いします。

記

2014年度 春光会総会・懇親会のご案内

◇全日本高校バレーボール選手
　権大会　〈春の高校バレー〉
　　ベスト 8　　（１月　東京）

藤本果歩さん：バレーボールＶ
リーグの東レ･アローズに入団

◇国民体育大会〈少年男子〉　
　京都選抜チーム出場
　　　　　　　（10 月　東京）
◇AFC　U-19 選手権アジア大会
　2014　　　　（10 月　中国）
◇全国高校サッカー選手権大会
　第 3位　　　　（1月　東京）
◇小屋松知哉君：サッカーＪリー
　グの名古屋グランパスに入団
　永井建成君：サッカーＪリー
　グのロアッソ熊本に入団

　本年度の春光会総会・懇親会を下記のとおり開催いたします。同窓生の皆様お誘いあわせの上、懐
かしいひとときをお過ごしくださいますようご案内申し上げます。
　なお、今年度は、退職教職員の会である「橘翔会」と教職員との合同で懇親会を開催いたします。
懐かしい恩師もたくさんお見えの事と思いますので、ぜひご参加ください。
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今
回
は
、小
川
美
香
さ
ん（
昭
和
五
十
四
年

卒
業　

旧
姓
大
島
さ
ん
）
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
さ
れ
て
い
る
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
飛
鳥

園
」を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

奈
良
国
立
博
物
館
と
路
を
へ
だ
て
た
春
日

野
の
一
角
に
あ
る「
飛
鳥
園
」は
、大
正
十
一

年
に
写
真
家
で
画
家
の
小
川
晴
暘
氏
（
ご
主

人
の
祖
父
）に
よ
り
創
業
さ
れ
、平
成
十
三
年

に
現
在
の
た
た
ず
ま
い
へ
と
改
築
さ
れ
ま
し

❽

た
。

　
「
飛
鳥
園
」は
仏
像
な
ど
文
化
遺
産
の
写
真

を
中
心
と
し
た
仏
像
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
離

れ
に
は
茅
葺
き
の
特
別
展
示
室
、
さ
ら
に

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
隣
接
す
る
氷
室
神

社
と
県
営
吉
城
園
の
見
事
な
樹
木
を
生
か
し

た
素
敵
な
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
の
中

で
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。フ
ォ
ト
サ

ロ
ン
に
は
有
名
な
仏
像
や
寺
社
仏
閣
の
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
の
ほ
か
、
京
都
龍
村
美
術
織
物
の

財
布
や
、茶
道
用
小
物
類
。鹿
の
角
を
用
い
た

茜
染
め
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
素
敵
な

品
々
が
数
多
く
展
示
さ
れ
同
時
に
販
売
も
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

離
れ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
興
福
寺
の
古
材
が

使
わ
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
屋
根
と

の
見
事
な
調
和
で
古
都
奈
良
の
街
で
の
癒
し

の
空
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。特
に
魅
力
を

感
じ
た
の
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
て
あ

る
一
枚
の
写
真
、
交
脚
菩
薩
像（
コ
ウ
キ
ャ
ク

ボ
サ
ツ
ゾ
ウ
） 

中
国 

雲
崗
石
窟
（
ウ
ン
コ
ウ

セ
ッ
ク
ツ
）第
一
五
洞（
五
世
紀
）で
す
。美
香

さ
ん
の
お
気
に
入
り
で
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、

何
と
も
言
え
な
い
や
さ
し
い
表
情
の
中
に
も

す
べ
て
を
知
り
つ
く
し
た
貫
禄
と
偉
大
さ
が

あ
り
、
見
て
い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
表
情
を

変
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
そ
ん
な
不
思
議
な

仏
像
の
写
真
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

美
香
さ
ん
は
『「
飛
鳥
園
」
を
訪
れ
た
お
客

様
が
、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
〈
祈

り
〉
の
か
た
ち
で
あ
る
仏
像
を
身
近
に
感
じ

て
、
心
か
ら
癒
さ
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば 

』
と

思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。素
敵
な
時
間
を
過

ご
せ
ま
す
よ
。

　
　

〒
6
3
0
│
8
2
1
3

　
　

奈
良
市
登
大
路
五
九

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
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４
２
│
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２
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５
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８
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営
業
時
間　

10
：
00
〜
18
：
00

　
　

＊ 

1
月
〜
3
月
は
17
：
00
ま
で

　
　

定
休
日　

毎
月
曜
日（
祝
日
は
営
業
）


